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第 16章 .薬剤

アスピリン(各社 )

アダラー トR

アンサ_R20注

aspirin[英 ]一般名アセチルサリチル酸 (acetylsalicylic acid)。
アセチルのア (a)、 サリテル酸を含むバラ科シモツケソウ属
(Spiraea)の スピル(spir)に 物質語尾の inを つけたのがアスピリ
ンであり、ピリン系ではない。安価である。生体内でプロスタグ
ランジンの合成を阻害する。少量 (300mg以 下)で は抗血小板作用
を発揮するが、大量投与では、血管内皮におけるプロスタサイク
リンの合成を阻害 し、むしろ血栓をできやす くしてしまう可能性
がある (ア スピリンジレンマ)。 なお、アスピリンという名称はバ

イエル社の商標名である。
Adalat R[商 ]一般名 nifedipineo Ca拮 抗薬の一つ。アグラー ト
カプセル (5・ 10mg)と 、徐放剤であるアダラー トL錠 (10・ 20mg)が
ある。陰性変力作用を持つので、重症高血圧による高血圧性心疾
患に対 しては第一選択 となる。アダラー トカプセルの舌下投与で
血圧をコントロールしたあと経口投与にきりかえる。
AncerR[商 ]Z-100(結核菌熱水抽出物 )。 白血球減少治療薬の一つ。
造血幹細胞に働 く造血因子である CSFの 内因的な誘導を促進する。
放射線治療時、1日 1回 lA週 2回皮下注。丸山ワクチンの項、
G―CSFの 項参照。
interferon(IFN)[英 ]イ ンターフェロンは、ウイルスに感染した

細胞が作 り出すたんぱく質で、ウイルスの増殖を抑える効果があ

る。三つの型があり、アルファは主にヒトの自血球から、ベータ

は線維芽細胞から、ガンマはT細胞から作られる。肝炎や腎 (じ
ん)がんの治療などに使われる。 C型肝炎の治療にはアルフアと
ベータが有効。アルファは遺伝子工学的手法で大量生産が可能に

なった。

◇ インターフェロン治療は、すべての C型慢性肝炎患者に効 く
わけではない。厚生省の研究班や臨床例の多い病院での統計によ

ると、著 しい効果があるのは、全体の三一四割の症例。ウイルス

が完全に消える割合は、さらに低い。 しかし、インターフェロン

が効かなかった人も含めた C型慢性肝炎患者全体の九五%ま でが、
強カネオミノファーゲンCな ど別の薬で肝炎症状を抑えることが
できる。
urografinR60%,76%[商 ]造影剤の一つ (一般名アミドトリゾ酸ナ
トリウムメグルミン)。 唾液腺造影では 76%の ものを 0.5-lml用 い
る。
Empynase R[英 ]一般名プロナーゼ (pronase)。 消炎酵素薬の 1つ 。
慢性副鼻腔炎などに用いられる。
opium[英 ラ]阿片 (あ へん)
opioid[英 ]中枢神経系オピオイド受容体に作用する鎮痛薬の総称。
hit hard and early[英 ]AIDSの発症を抑制するカクテル療法が
1996年 より用いられ、効果を上げている。これは、リンパ球内
で HIVが複製されるのを阻害する逆転写阻害酵素剤 (AZT,ddI,ddC
など)と 、複製品が完成するのを邪魔するプロテアーゼ阻害剤を
組み合わせて投与するものである。通常、逆転写酵素阻害剤を 2
種類、プロテアーゼ阻害剤を 1種類、投薬する。英語では、
“Hit hard,hit early"(早 い時期にガツンとたたきのめす)と い
つ。

【HIV化学療法薬】
①ヌクレオチド系逆転写酵素阻害薬 :●ジドブジン(AZT)、 ●ジ
ダノシン(ddI)、 ●ザルシタビン(ddC)、 ●ラミブジン(3TC)、 ●
サニルブジン(d4T)
②非ヌクレオチド系転写酵素阻害薬 :Oネ ビラピン
③プロテアーゼ阻害薬 :●塩酸インジナビル エタノール付加物、

インターフェロン

ウログラフィンR

f-_ti*RL/' (-.1 
-,/\-'

オピウム
オピオイド
カクテル療法
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○リトナビル、○ネルフィナビル、○メシル酸 サキナビル

(●印 :承認ずみ ○印 :申 請中または治験中 資料 :日 本製薬
ヨI業協会 : JPMA R&D UPDATE NO.1)
発汗作用があるため、風邪のときこれを処方する 291。

chinese medicine[英 ]

magnesia ustae(マ グ ウスタ)[ラ ]酸化マグネシウム (制酸剤 )
顎口腔領域の疾患に対 して口腔内に投与される外用薬。
Azunol R[英 ]含嗽薬の一つ。イソジンなどに比べ刺激性が少ない。
錠 2mg、 ガーグル顆粒 0.5g(1包 )中 2mg。 約 100mlの水又は微温
湯に溶解 し、 1日 数回含嗽する。
Azunol STR[商 ]ア ズレンスルホン酸ナ トリウム 5mg含有。口腔
内炎症治療薬の一つ。徐放性挿入錠である。左右いずれかの上顎
の歯肉口唇移行部に挿入する。
AftachR[商 ]患部粘膜に付着させて用いるアフタ性国内炎治療薬。
ステロイド剤であるトリアムシノロンアセ トニ ド0.025mg含 有す
る。 1患部に 1回 1個 、 1日 1-2回貼付する。
Isodine gargleR[商 ]イ ソジンガーグル R(含嗽液 7%)。
30ml,250mlが ある。一般名ポピドンヨー ド。用時 15-30倍 に希
釈 し、 1日 数回含嗽。
KenalogR[商 ]ス テロイド剤である トリアムシノロンアセ トニ ド
1.Omg/g含有する口腔用の軟膏 (2g・ 5g/本 )。
saliveht R[商 ]人工唾液の 1つ。剤形は、噴霧式エアゾールであ
る。口腔乾燥症に適応。
salcoat R[商 ]ス テロイド剤であるプロピオン酸ベクロメタゾン

を含有する。口腔噴霧カプセル (50μ g)。 専用の小型噴霧器を用
いて均一に噴霧する。
DexaltinR[商 ]ス テロイド剤であるデキサメタゾン
dexamethasoneを 0.1%含有する。日腔用 (2g・ 5g/本 )。
TerramycinR[商 ]一般名塩酸オキシテ トラサイクリン。lg中 、塩
酸オキシテ トラサイクリン 5mg、 硫酸ポリミキシンBl万単位
(3.5g/本 )。 比較的味が良いとされ、回腔内にも用いられる。テ
ラマイガーゼの項参照。
vidarabine[英 ]抗 ウイルス薬。単純疱疹、帯状疱疹に有効。 (例 )
ゾビラックスR(zoviraxR)軟膏 (5%,5g/本 )、 アラセナーAR
(Arasena― AR)軟膏 (3%,2g・ 5g・ 10g/本 )な ど。
FloridR[商 ]一般名ミコナゾール micOnazOle(略 MCZ)。 グル経口
用は 2%(5g/本 )。 1日 200-400mg(10-20g)、 分 4(食後・就寝
前 )。 抗真菌薬であり、口腔および食道カンジダ症に適応。口腔
内にまんべんなく塗布。病巣が広範囲に存在する場合には、口腔
内にできるだけ長 く含んだ後、嘩下する。
antibiotic[英 ]
1)経口用

【歯周組織炎、歯冠周囲炎、顎炎に適応がある経口抗菌剤の例】 1998年 4月 現在

葛根ャ)分 (かっこんとう)

漢方薬
カマ

ロ腔用剤
アズノール R

アズノール STR

ァフタッチ R

イツジンG

ケナログR軟膏

サリベー トR

サルコー トR

デキサルチンR軟膏

テラマイシンR眼軟膏

ビダラビン軟膏

フロリー ドR

抗生物質

略 号 用  法
系ン

ン

ン

ン

ノ
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ノ
ー
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ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ
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ラ

ベ

ヤ

タ

バ

Yamaciltin
Takaci 1 I in
Varacillin

TAPC
LAPC
LAPC

3-4回カプセル 250mg l回 250mg l日
錠 250mg l回 250mg l日 3-4回
錠 250mg l回 250mg l日 3-4回

セフェム系
ケフラール

セフゾン

メイアクト

オラセフ

Kefra I

Cefzon

Meiact

0race f

CCL

CFDN

CDTR― PI

CXM― AX

カプセル 250mg細粒 (小児用)10%1日 750mg分 3
[児 ]体重 20kg以 下 細粒 1日 20-40mg/kg分 3
カプセル 50・ 100mg細 粒 (小児用)10%1回 100mg l日
3回
[)巳 ]糸日米立 1 日 9-18mg/kg 分 3
錠 100mg小児用顆粒 100mg/gl回 100mg l日 3回
[児 ]小児用細粒 1回 3mg/kg l日 3回
錠 250mg l回 250mg l日 3回
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フロモックス

バナン

トミロン

F I omox

Banan

Tomi ron

CFPN― PI

CPDX― PR

CFTM― PI

錠 75・ 100mg細 粒 (小児用)10%1回 150mg l日 3回
[児 ]小 児用細粒 3mg/kg l日 3回
錠 100mgド ライシロップ 5%1回 100mg l日 2回
[児 ]ド ライシロップ 1回 3mg/kg l日 2-3回
錠 50。 100mg l回 300-600mg分 3

ニューキノロン系
クラビッ ト
タリビッド
オゼ ックス
ロメバク ト
スパ ラ
メガロシン

Cravi t
Tar iv id
0zex
Lonebact
Spara
Megalocin

LVFX
OFLX
TFLX
LFLX
SPFX
FLRX

錠 100mg細 粒 10% 1回 100mg l日 2-3回
錠 100mg l 日 300-600mg i分 2`-3
錠 75・ 150mg  l 日 300-450mg l月 )｀ 2-3
カプセル 100mg l回 100-200mg l日 2-3回
錠 100・ 150mg l回 100-300mg分 1-2
錠 100・ 150mg l回 200-300mg l日 1回

マクロライ ド系
クラリス

クラリシッド

ルリ ッ ド

Clarith

Klaricid

Rulid

CAM

CAM

RXM

錠 50mg(小児用 )・ 200mg顆粒 (小児用 )10%
1 日 400mg う]｀ 2
[)巳 ]1 日 10-15mg/kg う)ヽ 2-3
錠 50mg(小児用 )・ 200mg顆粒 (小児用 )10%
1 日 400mg 分 2
[児 ]1 日 10-15mg/kg う)｀ 2-3
錠 150mg l 日 300mg l分 2

ペ ネム系
ファロム Farom FRPM 錠 150・ 200mg

①歯周組織炎、歯冠周囲炎、顎炎 :1回 150-200mg
l日 3回
②副鼻腔炎 :1回 200-300mg l日 3回

耳垢水 (じ こうすい )
小柴胡湯 (し よ婆いことう)
洗口剤と液体歯磨剤

液状歯磨剤

2)注射剤
①ペニシリン系 :ア ミノペニシリンとしてドイル(Doyle,略
ASPC)な ど。合剤としてビクシリンS(Viccillin S)な ど。
,②セフェム系 :第 1世代としてセフアメジンCefamezin,略 CEZ)、
第 2世代としてセフメタゾン(CefmetazOn,略 CMZ)な ど。第 3世
代としてセフォペラジンCefOperazin,略 CPZ)な ど。合剤として
スルペラゾン(SulperazOn,略 SBT/CPZ)な ど。オキサセフェム系
としてフルマリン(Flumarin,略 FMOX)な ど。
|IЭカルバペネム系 :チ エナム(Tienam,略 IPM/CS)、 カルベニン

(Carbenin,略 PAPM/BP)、 メロペン(Meropen,略 MEPM)な ど。
|111Э アミノグリコシド系 :ト ブラシン(TObracin,略 TOB)、 ハベカ
シンmabekacin,略 ABK)な ど。
⑤ペプチド系 :塩酸バンコマイシン(VancOmycin,略 VCM)な ど。
⑥その他 :リ ンコマイシン系のダラシンS(Dalacin S,略 CLDM)、
ホスホマイシン系のホスミシンS(Fosmicin S,略 FOM)な ど。
zeruminales Wasser[独 ]耳垢軟化剤
慢性肝炎の治療等に用いられる。インターフェロンとの併用禁忌。
mouth wash[英 ]洗 口剤 dental rinse[英 ]液体歯磨剤
液状歯磨剤、液体歯磨剤 (デ ンタルリンス dental rinse)、 洗口
剤 (マ ウスウオッシュmOuthwash)に 分類される。歯磨剤ではブラ
ッシングが必要であるが、洗口剤ではブラッシングは不要である。
薬事法により、歯磨類として医薬部外品または化粧品としての規
制を受ける。
液状ハミガキはライオン社の特許であり、他社からは出ていない。
研磨材は、従来の練リハミガキのものとは全 く違うシリカを使用
している。 (例 )Brush LionR(ラ イオン)
dental rinse[英 ]洗 口後にブラッシングする、あるいは適量を口
に含んでからブラッシングするもの。研磨剤は含まれていない。
なお、英語のリンス(rinse)は 回すすぎの意であり、歯磨剤その
ものを意味するものではなく、日本の業界で使用されているデン

タルリンスは歯磨剤の呼称としては不適当であるとの指摘もある
62)

液体歯磨剤
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洗口剤

ゾビラックス R

鎮咳剤 (ち んがいざい )
トランキライザー

①液体歯磨剤 :(例 )ハ ピカRHapicaR(森下仁丹 )、 プラックスR

Plax R(ジ ョンソン・エンド・ジョンソン)な ど。
|121111デ ンタルリンス :歯や歯周ポケットをコー トして菌の繁殖を抑
える目的のもの。 (例 )G・ U・ Mデ ンタルリンスR(サ ンスター)、 デ
ンターシステマライオン薬用デンタルリンス R(ラ イオン)な ど。
mouthwash,oral rinse[英 ]マ ウスウオッシュ
(例 )モ ンダミンRMondahminR(ァ _ス 製薬 )、 リステリンR

ListerineR(ヮ _ナ ーランバー ト輸入販売 )、 薬用リーチデンタ
ルリンスRReach dental rinseR(ジ ョンソン・エンド・ジョンソン)、
アクアフレッシュRAqua― freshR(サ ンスター)、 クイックス R

quicksR(ラ イオン)、 アパガー ドRAPAGARD Rマ ウスウオッシュ (日
本ゼ トック製造、サンギ発売)な ど。
エタノールの含有率が高いほど、一般に味刺激が強くなる。日本
で売られているマウスウオッシュ中、最 もアルコール含有率が高
いのは、リステリンの 18%(ア メリカのリステリンは 26.9%)で
ある。日本の各製品のアルコールの含有率は平均 15%程度であ
るが、誤嘩 した際 (特 に幼児)に は急性アルコール中毒に注意する。
アルコールが配合されていない製品もある (ア パガー ドマウスウ
オッシュなど)。 なお、リステリンRに は、ポピドンヨー ド剤 (イ
ソジンガーグルR)の 50倍希釈液に匹敵、あるいはそれ以上の口
腔細菌殺菌作用があるとの報告がある 61。

(注 )薬 用リーチデンタルリンスは、名称はデンタルリンスである
が、我が国では洗口剤に分類される。
zoviraxR[英 ]一般名 aciclovir(ア シクロビル)。 抗ウイルス薬の
一つ。ヘルペスウイルス感染症に有効。ビダラビン軟膏の項参照。
antitussive(ア ンチタッシブ)[英 ]咳 (せ き)を とめる薬
tranquilizer[:英 :]精ネ申安定斉」
ハルシオンRHalcionR(_般名 トリアゾラム triaz01am)と エタノ
ールの併用は、鎮静効果に著 しい増強作用がみられるので注意す
る。
troche[英 ]抗生物質入 りの トローチには、アクロマイシンR

(Achromycin)ト ローチ (15mg)、 ネオ・ロイコマイシンHR(Neo・
Leucomycin H)ト ローチ (4mg)、 複合 トローチR(Gramicidin S

lmg・ Fradiomycin 2.5mg)、 バシ トラシンR(baCitraCin)ト ロ~チ

(250単位)な どがある。
Stronger Neo Minophagen CR[商 ]強カネオミノファーゲンシ_R。

慢性肝疾患における肝機能異常の改善に用いられる。
BufferinR[商 ]ア スピリンを主成分とする非ピリン系の解熱鎮痛
薬。錠はアスピリン 330mgを 含む。血小板凝集抑制作用も有する。
アスピリンの項参照。Children's BufferinR[商 ]小児用バファリ
ンR(ア スピリン 81mg含有 )
Propofol[英 ]超短時間作用性の静脈麻酔薬。1995年 12月 からわ
が国でも使用可能になった。作用発現時間が短い、作用持続時間
が短い、蓄積性が低いなど、調節性に富み、麻酔の維持に使用す
ることができる。他にも、覚醒の質が高い、気道反射抑制が高い、
脳代謝を抑制するなどの特徴をもつ。調節性に富むため、吸入麻
酔薬を使いにくい ICUの鎮静にも適応がある。
PerioclineR[商 ]一般名歯科用塩酸 ミノサイクリン軟膏。
DDS(drug delivery system)に 基づ く歯周炎治療薬の一つ。
PenlesR[商 ]リ ドカインを含む貼付剤。静脈留置針穿刺予定部位
に約 30分間貼付。
BosminR[商 ]エ ピネフリン注射液 (lmg/A/1ml)。
clア ナフイラキシーシヨックに対 しては、ボスミンを
0.2ml(1/5A)-0.5ml(1/2A)皮 下注か筋注する。始めは
0.2ml(1/5A)程 度が安全である。
②蘇生等の緊急時は、 1回 0.25mg(1/4A)以 下を生食等で希釈 し、
できるだけゆっくり静注する。必要あれば 5-15分ごとに繰 り返
す。
◇ アドレナリン(adrenaline)は 高峰譲吉博士の命名である。米

66

トローチ

ネオミノ

バフアリンR

プロポフォール

ペ リオクリン R

ペ ンレス R
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ボルタレンR

ボルタレンSRR

マル麻

眠剤 (み んざい )

メイロン R

モル ヒ不

ラシ ックス R

AZT

DDI

EPO、 ESPO

5-HT3ブ ロツカ~

国と(なぜか)日 本の薬局方ではエピネフリン(epinephrine)と い

う名で呼ばれるが、英、独、仏の薬局方ではアドレナリンの名が

用いられている。
voltarenR[商 ]一般名はフェニル酢酸類のジクロフェナクナ トリ
ウム(dic10fenac sOdium)。 NSAIDsの 一つ。錠 25mg、 SRカ プセ
ル (徐放性)37.5mg、 坐薬 12.5mg,25mg,50mg。 坐薬は、幼小児・

高齢者または消耗性疾患の患者について過度の体温下降・血圧低
下に注意する。
VOltaren SRR[商 ]ボルタレンの徐放剤。SRカ プセル 37.5mg。 ボ
ルタレンの項参照。
narcotic drugs[英 ]麻薬
①塩酸モルヒネ(塩酸モルヒネの項参照 )
②MSコ ンチンR(MS ContinR):徐 放錠 10・ 30・ 60mg l日 20-
120mg分 2。 硫酸モルヒネ(morphine sulfate)徐 放剤の一つ。
‐3ア ンペックR(Anpec R)坐薬 :坐薬 10・ 20mg l日 30-60mgを 3回
に分割し直腸内投与する。塩酸モルヒネ坐薬の一つ。
hypnotics[英 ]催眠(薬 )剤 、睡眠薬
現在では睡眠薬の主役は抗不安薬 (ト ランキライザー)であるベンブジ
アゼビン系薬物に移っている。この薬物は副作用が少なく、REM睡
眠の抑制が少ないなど比較的自然の睡眠に近い睡眠が得られる。

(例 )ハ ルシオンRHalcionR(超短期作用型 )、 リスミ
_RRhythmyR

(短期作用型)な ど。
MeylonR[商 ]8.4%重曹水。ABCの 項参照。
morphine[英 ]塩酸モルヒネ(morphine hydrochloride)
①錠 10mg、 末 1回 5-10mg l日 15mg
l②ll注 10mg/1ml,50mg/5ml
アヘン中に含まれる代表的アルカロイド.意識、知覚、運動機能
に影響しない少量 (成人に5-10mg)の投与で選択的に痛覚の感受
性を低下させ、あらゆる疼痛に有効な鎮痛薬となる。
◇ 標準的には成人の場合、30mg/日 から開始する。最初は、1-2
日分ずつ小刻みに処方し、痛みの消長を観察しながら用量を
50%ずつ増加する。50%増 して不足な場合には 2倍増にする。
◇ モルヒネは少し苦みがあるので、味付けに工夫が必要である。
そのため、単シロツプ(s.s.)な どと混合して投与する。
LasixR[商 ]一般名は furosemide(フ ロセマイド)。 代表的な利尿
薬の一つ。
zidovudine[英 ]ジ ドブジン、アジドチミジン。抗ウイルス薬の 1
つ。HIV感染症に用いられる。カクテル療法の項参照。 (例 )レ ト
ロビルR(RetrovirR)

didanosine[英 ]ジ ダノ.シ ン。抗ウイルス薬の 1つ 。HIV感染症に
用いられる。カクテル療法の項参照。 (例 )ヴ アイデックス

R

(videxR)
erythropoietin[英 ]エ リスロポエチン。自己血輸血の項参照。
(例 )エ スポ_R(EspoR)皮下用 (60001U,90001U,120001U,240001U)。
自己血貯血の場合、Hb13g/dl未 満の患者には初回採血 1週間前
から、Hb13-14g/dlの 患者には初回採血後より、成人 240001U/週
1回 、最終採血時まで皮下投与する。
5-HT3~reCeptOr antagOniSt[英 ]5-HT3受容体拮抗薬、セロトニ
ン受容体拮抗剤
シスプラチンをはじめとする抗悪性腫瘍剤は、増殖の盛んな消化管

粘膜に蓄積 し、粘膜内の腸クロム親和性細胞 (EC細胞)に作用 し
てセロトニン(5-HT)を 遊離させる。セロトニンは、消化管において

求心性腹部迷走神経末端に存在する 5-HT3受容体に作用 し、この

刺激が直接あるいは CTZに 存在する 5-HT3受 容体を介して嘔吐中
枢に達 し、嘔吐を誘発すると考えられている。

(例 )NaseaR(ナ ゼアR)、 KytrilR(カ イ トリル
R)、 SerotoneR(セ

ロ トーンR)、 zofranR(ゾ フランR)な ど。
H2~reCeptOr antagOniSt[英 ]H2受容体拮抗薬
いわゆる抗 ヒスタミン薬はヒスタミンの胃酸分泌刺激作用に対す
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MRSAの 抗菌剤治療 591

NSAIDs

HR

る拮抗作用がなく、Hl受容体拮抗薬に属する。これに対 し胃酸
分泌抑制作用を有するH2受容体拮抗薬として 1972年 ヒスタミ
ン類似の化学構造をもつブリアミドが発見された。その後、より
安全で胃酸分泌抑制作用の強力なシメチジン、ラニチジン、フア
モチジンが開発され、消化性潰瘍の画期的な治療薬として登場 し
た。 (例 )GasterR(ガスタ_R)、 zantacR(ザ ンタックR)
1)単独投与
・バンコマイシン(VancOmycin)!現 在最も有力な MRSA治療薬で
ある。 1日 量 (成人)2gを 2-4回 に分け、60分以上かけて点滴投
与する。副作用が強いため、肝、腎の機能検査を行う。
・ニューキノロン(New Quinolone):Tosufloxacin(オ ゼックスR

Ozex、  トスキサシンRTosuxacin),LOmef10xacin(バ レオンR
BareOn、 ロメバクトRLomebact)等 。
・ミノサイクリン(MinOcycline):ミ ノマイシンR(Minomycin)な

ど。
・リファンピシン(Rifampicin)
・アルベカシン(Arbekacin):ハ ベカシンR(Habekacin)な ど。
・テイコプラニン(TeicOplanin):治 験中
2)併用療法
・ Vancomycin ― New Quinolone
・ Vancomycin 一 Minocycline
・ Imipenem/CS 一 Minocycline
・ Imipenem/CS ― Cefot i aln
・ Fosfomycin ― Cefmetazole
・ Fosfomycin ― Flomoxef
(例 )Imipenem/CS:チ エナムR(Tienam)な ど。FOsfOmycin:ホ スミ
シンSR(Fosmicin― S)な ど。Cefotiam:パ ンスポリンR

(Pansporin)な ど。CefmetazOle:セ フメタゾンR(cefmetazon)な

ど。Flomoxef:フ ルマリンR(Flumarin)な ど。
nonsteroid antiinflammatory drugs[英 ]非ステロイド性抗炎症薬
NSAIDsは 血漿蛋白と結合 し、経口糖尿病薬 (SU剤 の トルブタミド
tolbutamideな ど)や抗凝固薬 (ワ ルファリンWarfarinな ど)の作
用を増強するので、併用は注意を要する。ニューキノロン剤との

併用は中枢性痙攣発作発現の恐れがあるので注意する。また、
NSAIDsは 、長期連用により消化性潰瘍を誘発することがあるの
で注意を要する。
1)酸性抗炎症薬
①サリチル酸 :ア スピリンaspirin、 ②フェナム酸 :PontalR(ポ
ンタールR)な ど、③アリール酢酸 :VoltarenR(ボ ルタレンR)、

Fenazox R(フ ェ ナ ゾ ッ ク ス R)、 InfreeR(イ ン フ リ _R)、 HypenR

(ハ イ ペ ン
R)な
ど 、 (EII‐ |プ ロ ピ オ ン 酸 :RopionR(ロ ピ オ ン R)、

FrobenR(フ ロベンR)、 LoxoninR(ロ キソニンR)な ど、(3ピ ラゾロ
ン、⑥オキシカム
2)塩基性抗炎症薬
insulin iniection[英 ]Humulin RR(ヒ ュ_マ リンRR、 速効型イ
ンスリン)。 代表的なインスリン注射液の一つ。
(関 )Humulin UR(ヒ ュ_マ リンUR、 遅効型インスリン)

に対するスライディングスケールの例 10)

ンス 1
｀ノ 奎ヨ‐2・´
ン 里
′
こ す

◇ インスリン自己注射器には、ノボペン
RⅢ (NovoPenR Ⅲ)、 ォ

ートペンR(AutopenR)な どがある。在宅医療の項参照。
prostaglandin[英 ]プ ロスタグランジンEl

正L刃吾(mg/dl 皮下注射 点滴内投与 ((追加量 ;
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末梢血管拡張作用、血小板凝集抑制作用、赤血球変形能改善作用、
活性酸素産生抑制作用を有する。外科手術時の低血圧維持、皮弁
の血流維持、CDDPの 腎毒性軽減などの目的で使用される。
(例 )ProstandinR(プ ロスタンディンR)

◇ 昔から、妊娠末期の出産予定日に性交すると早く子供が生ま
れるということがあったらしい。そのいわれがPG(プロスタグラ
ンディン)の発見のきっかけであると、PGの発見の歴史には書い
てある 291。

◇ PGは 人の精子に含まれ子宮を収縮させる物質として発見さ
れ、その後の研究で生体のあらゆる細胞が産生することが分かっ
てきた 291。

steroid hormone[英 ]ス テロイドホルモン
sulfonyl urea[英 ]ス ルフォニル尿素剤 (経口糖尿病薬 )
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第 17章 .輸血・骨髄移植

クリオ製剤

クロス

血液銀行

血液製剤

血小板輸血
磨帯血移植

自家骨髄移植

自己血 (じ こけつ )

赤血球濃厚液
全血

全血輸血
造血幹細胞
代用血液
代用血漿
多血小板血漿 (PRP)
ドナー

輸血

cryoprecipitate[英 ]寒冷沈殿反応を受けた正常血漿に生 じる沈
殿物から製造された抗血友病血液製剤。
cross-mat ch
blood bankI

lng

英 ]

[英 ]交叉試験法

全血製剤、血液成分製剤は血液銀行から供給される。
blood products,blood preparations[英 ]ヒ トの血液を原料とし
て製造 した製剤で、CPD加新鮮血液、ヘパリン加新鮮血液、保存
血などの全血製剤、血液を赤血球、血小板、血漿 といった成分に

分けてつ くった血液成分製剤、ヒト血液を原料として血漿を分画
してグロブリン、アルブミン等に分画濃縮した血漿分画製剤の 3

種に分類される。
platelet transfusion[英 ]
umbilical cord blood transplantation[英 ]暦帯血を造血幹細胞
源として患者に移植することを踏帯血移植という。赤ちゃんのヘ

その緒 (店帯=さ いたい)や 胎盤に残った血液を踏帯血という。膳
帯血は造血幹細胞を大量に含んでいる。
bone marrow transplantation[英 ]大量化学療法や全身放射線照
射を行う前に骨骨ltを採取 して凍結保存 しておき、治療後白血病が
死に絶える時期に骨髄細胞を戻 してやる治療法で、腫瘍性クロー
ンを根絶させねば治療効果が得られない慢性骨髄性白血病等に効
果がある。最近は末梢血中の幹細胞移植 も行われている。
autotransfusion[英 ]自 己血輸血
(関 )autologous transplantation[英 ]自 家移植
輸血を予測 してあらかじめ自己の血液を貯血 しておき、必要時に
輸血すること。通常は、外科手術に際 して、術前に自己血を採取
し保存 しておいて、手術の際に患者に戻す方法が最も利用価値が

高い。血液の保存は、抗凝固剤として CPD液 を用いて 4℃ で冷蔵
保存する方法が簡便なので広 く用いられている。CPD液は有効期
限が 21日 間と定められているので、冷蔵保存する自己血の保存
期間もこの場合最大 21日 になる。術前 3週間という限られた期
間内に最大量の採血を可能にするためにEPO(エ リスロポエチン
erythropoietin)投 与を併用することは極めて有用である。エス
ポーの項参照。
◇ これまで主に外科系の領域で同種血輸血が担癌症例の術後再
発率を高める、あるいは予後に負の影響を及ぼすことを示唆する
成績が発表されている 0998.3.14第 11回 日本自己血輸血学会総
会ランチョンセミナーより)。
packed red cells[英 ]
whole blood[英 ]全血液製剤
採血された血液を成分に分けず、血漿と赤血球をそのまま含んだ

製剤である。赤血球成分と血漿成分とを同時に必要な限り適応に
なる。
whole blood transfusion[英 ]
hemopoietic stem cell[英 ]
blood substitute[英 ]
blood plasma substitute,plasma expander[英 ]

platelet rich plasma[英 ]
donor[英 ]提供者  (反 )recipient
blood transfusion[英 ]輸血には、受血者本人からの自家輸血
(autologous blood)と 他人からの同種輸血 (hOmO10gOus b100d)が
ある。主に後者が用いられる。出血のような急性貧血の場合、
600mlの 出血までは輸液で対応 し、それ以上 1200mlま ではキ)農厚
赤血球を、そして、1200mlを超える出血の場合にはじめて全血
製剤を併用する。
【輸血量算定法】4S,

①Hbを 用いる方法
輸血必要量=(目 標 Hb量 %―患者 Hb量 %)× 体重 (kg)
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レシピエ ン ト

AHF
AHG
BET
BMT

allo― BMT
auto― BMT
BV
C P D solutiOn

②Htを 用いる方法
輸血必要量=(日 標 Ht量 %―患者 Ht量 %)× 2.2× 体重 (kg)
③赤血球数を用いる方法
輸血必要量=1.5× 目標赤血球数―患者赤血球数

100

CI血漿蛋白を用いる方法
輸血必要量=1目 標血漿蛋白(g/100ml)―患者血漿

蛋白(g/100ml)| ×13ml× 体重 (kg)
【血小板輸血】

1(・

血小板輸血の効果は、PCの 1単位に含まれる血小板数が 2～ 3×
1010個 として、下記の計算を参考に予測する。
予測増加値 (/μ g)=輸血され生血小板数×2× 10-3

循環血液量 (ml) 3
【輸血時の注意点】

531

・血液製剤 と注射液やブドウ糖との混合は溶血や凝血を起こすの
で避ける。生理食塩水等の電解質輸液で血管確保を行うか、ルー

ト内をこれらの液で満たしてから輸血を開始する。
・他の薬剤との混合を避けるため、輸液専用の末梢ルー トを確保
することが望ましい。
・原則的には、5-10m1/kg/時 程度が通常時の基準である。
・急速輸血で成人 5.Om1/kg/時 (小児 1.5m1/kg/時 )以上で輸血す
る時は、37℃ で加温が必要である。加温器には、ウォーマーコイ
ル、アニメックなどがある。
・輸血開始後 10-15分 間は 15-20滴 /分で滴下 し、 5分間はベッ
ドサイドで観察し(重篤な副作用は輸血開始直後に起こる)、 指示
された滴下数とする。
・心疾患、高齢者、慢性出血患者への輸血は、 1日 400ml前後を
ゆっくり輸血する。
◇ 数年前の手術中に多量の輸血を受けた女性が献血血液により
HIVに感染した疑いが強まり、1997年 9月 30日 に開かれた厚生
省エイズサーベイランス委員会に報告された (1997.9.30読売新
聞より)。
recipient[英 ]受給者  (反 )donor
antihemophilic factor[英 ]抗血友病因子
antihuman globulin[英 ]抗 ヒトグロブリン
blood for exchange transfusion[英 ]合成血
bone marrow transplantation[英 ]骨髄移植
骨髄穿刺によって骨髄液を 500-1000ml採 取 し、患者の動脈内に
輸注 して造血幹細胞を移植すること。
allogeneic bone marrow transplantation[英 ]同種骨髄移植
autologous bone marrow transplantation[英 ]自 家骨髄移植
blood volume[英 ]血液量
citrate phosphate dextrose solution[英 ]ク エン酸・リン酸・

ブドウ糖液
抗凝固剤として、ACD液 、CPD液、ヘパリン液を加えたものがあ
るが、現在では CPD液 を加えたものが使用されている。CPD加血
液の場合、ACD加血液に比べ赤血球の保存状態がよく、特に赤血
球の 2,3-DPG(diphosphoglycerate)の 減り方が少ない。
◇ ヘパリン加血液は、体外循環装置を使用 した手術や交換輸血
の際など特殊な場合に用いられる。
concentrated red cells[英 ]濃厚赤血球
fresh frozen plasma[英 ]新鮮凍結血漿
fresh plasma[英 ]新鮮液状血漿
granulocyte colony― stimulating factor[英 ]顆粒球コロニー刺
激因子
末梢血幹細胞 (PBSC)は 骨骨ltだ けでなく末梢血にもごく少数ながら

存在 し、骨髄抑制的な癌化学療法後の造血回復期に一過性ながら

著明に増加するが、G― CSFを 併用するとPBSCの 一過性増加はさ
らに促進される。アンサーの項参照。

71

ＦＳ

Ｃ

Ｐ

　

Ｃ

Ｒ

Ｆ

Ｐ

一

Ｃ

Ｆ

Ｆ

Ｇ



Hp― F
LPRC
MAP血

PC
PC― HLA
WB
WB― F
WRC
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heparinized fresh whole blood[英 ]ヘパリン加新鮮血液
Leukocyte poor red cells[英 ]白血球除去赤血球
Red Cells M・ A・ P (RC― M・ A・ P)(功 iミ亘1lk M・ A・ P「 E]赤」)
赤血球保存液 (MAP液 )を 添加 した日赤の赤血球製剤。Htは約
60%、 有効期間採血後 42日 間である。貧血、手術時、外傷性出
血など赤血球の補給を必要とする場合に用いられる。
(関 )MAP液 (mannitol―adenine―phosphate)[英 ]赤血球保存剤の
一 て́)

◇ 従来の濃厚赤血球 (CRC)の有効期限は、21日 間と短く、製剤
中に輸血副作用の原因となる白血球、血小板および多量の血漿成
分が残存 していた(90%以上)。 これらの問題点を解決するため、
強遠心し、血漿をできるだけ除去し、さらに血小板を含む白血球
層 (90%)を 除去した赤血球層にMAP液 を添加して42日 間の保存
を可能としたのが MAP血であり、現在、赤血球輸血の主流として
用いられている。
peripheral blood stem cell[英 ]末梢血幹細胞
peripheral blood stem cell transplantation[英 ]末梢血幹細胞
移植
platelet concentrate[英 ]濃厚血小板
platelet concentrate HLA[英 ]濃厚血小板 HLA
stored whole blood― CPD[英 ]保存血液 CPD
fresh whole blood― CPD[英 ]CPD加新鮮血液
washed red cell[英 ]洗浄赤血球
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